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令和３年度第１８回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和３年１２月２３日 

                    担当部・課：産業部水産課〔内線３５１２〕 

① 件  名 

燃油高騰対策事業（漁業者対象分）の実施について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  新型コロナウイルス感染症の影響により今後の経済動向が不透明な中、原油生産国における減産

体制の影響を受けて燃油価格が高騰しており、漁業者の経営を圧迫している。 

 

【目的】 

燃油高騰により、経営状況が厳しくなっている漁業者に対し、燃油購入費の一部を助成し、操業

継続を支援する。 

③  根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第４章 多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち 

  第２節 持続的な水産業の発展を図る 

   ２ 操業体制の充実を図る 

④  提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和３年１０月 原油価格が７年ぶりの高値に上昇 

     １２月 県内各市町村において、燃料の購入費支援を検討 

         市議会第４回定例会において関係補正予算について議決 

⑤  主な内容 

支援内容：漁船の燃料費の一部補助（Ａ重油、軽油、ガソリンを対象とする） 

対象期間：令和３年１２月から令和４年２月までの３か月間 

補助額：給油１ℓにつき３０円 

上限額：    ５ｔ未満の漁船  ３０，０００円 

     ５～１０ｔ未満の漁船  ５０，０００円 

    １０～２０ｔ未満の漁船 １５０，０００円  

       ２０ｔ以上の漁船 ３００，０００円 
 

※補助額は、令和３年１１月末と令和２年１１月末の燃油価格を比較し、影響額を考慮して設定す

る。 
 

※上限額は、各トン数における船舶の１隻あたりが影響を受ける額と予算額を考慮して設定する。 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

  漁業者の経営の安定化と操業の継続が図られる。 

 

【市財政への負担】 

 事業費合計   ６２，０１３千円 

補助金交付額 ６２，０００千円 

事務費        １３千円（消耗品費・通信運搬費） 

 

  （財源）一般財源 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

気仙沼市 支援内容：漁船の燃料費の一部補助 

補助額：２０ｔ未満の漁船に対して給油１ℓにつき３０円 

     ２０ｔ以上２００ｔ未満の漁船に対して給油１ℓにつき２円 

     ２００ｔ以上の漁船に対して給油１ℓにつき１円 

上限設定なし 

 

塩竈市  支援内容：漁船の燃料費の一部補助      

補助額：浅海漁業・養殖業に対して給油１ℓにつき３０円  

     上限設定なし 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和３年１２月  要綱の制定 

令和４年 １月  交付申請受付・交付決定 

     ３月  実績報告 

         助成金交付 

⑨ その他 

 助成金交付の迅速化を図るため、各漁協単位での申請受付とし、一括して申請受付・助成金の交付

を行う。 

 

【燃油高騰影響額】（ℓ当たり） 

 R3.11月末 R2.11月末 影響額 

Ａ重油 111.3円 81.7 円 29.6 円 

軽油 144.7円 106.1円 38.6 円 

ガソリン 164.5円 125.1円 39.4 円 

 

【市内船舶隻数と補助額】 

 5t未満 5～10t 未満 10～20t 未満 20t 以上 計 

隻数 1,755 156 60 24 1,995 

1 隻当たり燃料

使用量平均 
293ℓ 1,632ℓ 9,485ℓ 66,491ℓ 

 

1 隻当たり影響

額（3か月） 
34,266 円 186,523 円 992,928 円 5,900,433円 

 

補助額上限 30,000 円 50,000 円 150,000 円 300,000 円  

3か月の支援額 39,117,600 円 7,313,900円 8,544,000円 7,200,000円 62,175,500 円 
 

 


